













































































































































































































カテゴリー 男　　性 女　　性 全　　体 性　差
気づかう人 26（22．6） 28（24．3） 54（23．5）
エスコートする人 33（28．7） 15（13．0） 48（20．8） ＊　＊
思いやりのある人 13（11．3） 18（15．7） 31（13．5）
相談にのる人 14（12．2） 10（8．7） 24（10．4）
理解する人 8（7，0） 8（7．0） 16（7．0）
道徳的な人 9（7，8） 6（5．2） 5（6．5）
気配りする人 4（3．5） 10（8．7） 14（6．1）
穏やかな人 3（2．6） 10（8．7） 13（5．7） ?
援助する人 5（4．3） 6（5．2） 11（4．8）











































カテゴリー 男　　性 女　　性 全　　体 性　差
自己中心的な人 25（21．8） 29（25．2） 54（23．5）
攻撃的な人 22（19．1） 24（20．9） 46（20．0）
自分勝手な人 23（20．0） 19（16。5） 42（18．3）
気づかわない人 ！7（14．8） 10（8．7） 27（1L7）
自己主張する人 9（7．8） 6（5．2） 15（6．5）
冷たい人 8（7．0） 6（5．2） 14（6．1）
態度が変わる人 2（1．7） 8（7．0） 10（4．3） ?
交流しない人 3（2．6） 5（4．3） 8（3．5）
その他 6（5．2） 8（7．0） 14（6．1）
＊　P〈．05
う人」などであり，男性による高飛車な態度への不満と受け取られる。『やさしくない男性』と
は，「自己中心的で自分勝手，暴力を振るったり怒ったりするうえ，相手を気づかわない」態度
をとる人とまとめられる。
　一方，『やさしくない女性』に対する出現順位は，上記の分類に従うと「①自己中心的な人」
が最も高く全体の25．2％を占める。これは，男性に対する記述と同様に「自己中心的，自分のこ
としか考えない」という人を指している。その次は「攻撃的な人」（20．9％）で，たとえば「人
に文句ばかり言う」「意地悪」「かげ口を言う」「いやみつぽい」「乱暴な」などの人を総称してい
る。さらに「自分勝手な人」（16．5％），「気づかわない人」（8．7％）が続く。同様の分類カテゴ
リーであっても，女性自身を冷静に見ている内容と男性に対して不満を感じている内容とには差
異があると思われる。たとえば「気づかわない人」を取り上げると，男性には「対女性（自分）」
という視点を強調しているが，女性には男性や女性を区別せずに「周りの人のことや相手の気持
ち」を問題にしている。すでに本調査に回答した女子大学生自身のなかに『やさしくない』とい
う意味の根本的な構造差が存在するのかもしれない。
　性差について検討した結果，1つのカテゴリーに有意差が認められた。それは「⑦態度が変わ
る人」であり，出現頻度は小さいが5％未満の水準（CR　・1．98）で女性の方に高い。「相手によ
って態度が変わる」という行動は世代性別と無関係と思われたが，周囲にいる人との関係を振り
返った場合，やや女性の方に強く意識されるらしい。
4。「○○してくれる人」の分析
最後に，他者からの一方向的な供与を期待する記述（それを『やさしさ』と感じる傾向）につ
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いて検討した。『やさしい男性／女性』への各115記述のなかに，「○○してくれる人」というも
のが目立った。『やさしい男性』『やさしい女性』への記述には，次のようなものがある。
『やさしい男性』
・私の気持ちを考えてくれる人
・さり気なく助けてくれる人
・親身になって相談にのってくれる人
・ドアを開けてくれる人
・守ってくれる人……など。
『やさしい女性』
・相手のことを考えてくれる人
・人が困っている時に力になってくれる人
・休んだ時にノートを見せてくれる人
・気をつかってくれる人
・話を聞いてくれる人……など。
　表5は，出現頻度をまとめたものである。表からも理解できるように，出現率に差異が認めら
れる。それは全体の分布（X。2＝20．32）だけでない。記述の有無（○○してくれる1記述あり）
では1％未満の水準（CR＝4．51）で対男性に有意に多い結果である。また，対男性にはほぼ半
数ずつの出現率で有意差はないが，対女性には記述のない方が有意に多い（X。2・・　34．50）。
表5　「○○してくれる人」の出現
（頻度，％）
やさしい人 記述あり 記述なし
男　性 59　（51．3） 56　（婆8．7）
女　性 26　（22．6） 89　（77．4）
　このような「○○してくれる」という表現の背後に，何が潜んでいるのかを知ることは大変興
味深い。追跡調査や面接などを実施しているわけではないので，確実なところは不明であるが，
調査対象者が女子大学生であることに限らず，対男性を自分の立場（自分から見た特定の男性）
から眺め，広く『やさしい人』を想起するよりも，自分を中心に，自分の枠組みを大切に思って
回答した可能性がうかがえる。女性は男性以上に，自分にとって得になるか否かを考える傾向が
高いと言ったら言い過ぎであろうか。
IV、結 論
　以上の諸結果から，女子大学生を対象に『やさしい人』を規定する要因を自由記述によって求
めると，おおむね次のように結論づけることができるであろう。
（1）　『やさしい男性』とは，「エスコートする人」「気づかう人」「相談にのる人」「思いやりの
　　ある人」「道徳的な人」などの順に出現頻度が高い人である。『やさしい女性』とは，「気づ
　　かう人」「思いやりのある人」「エスコートする人」「相談にのる人」「気配りする人」「穏や
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　　かな人」などの順に出現頻度が高い。「エスコートする人」（男性〉女性），「穏やかな人」
　　（男性く女性），「その他」（男性く女性）の3カテゴリーに性差が認められた。
（2）　『やさしくない男性』とは，「自己中心的な人」「自分勝手な人」「攻撃的な人」「気づかわ
　　ない人」「自己主張する人」などの順に出現頻度が高い人である。『やさしくない女性』とは，
　　「自己中心的な人」「攻撃的な人」「自分勝手な人」「気づかわない人」「態度が変わる人」な
　　どの順に出現頻度が高い。「態度が変わる人」（男性く女性）のカテゴリーに性差が認められ
　　た。
（3）　『やさしい男性』と『やさしい女性』を規定する要因の中に，「○○してくれる人」とい
　　う記述が見られた。これは『やさしい男性』の半数以上を占めており，また『やさしい女
　　性』に現れた記述と比較して有意に多い。仮に，対男性を一般論ではなく周囲にいる身近で
　　特定の男性に置き換え，その男性との付き合いを想起して回答したとすれば，『やさしい男
　　性』とは「好きなタイプ」であり「自分にプラス」の行動を期待できる人ということになる。
　　このあたりは解釈が何とも難しいが，自分を優先的に考える傾向が強い現代の若者を象徴的
　　に反映していると思われる。『やさしさ』を男性と女性のどこ（性格，行動，考え方など）
　　に置いているのかが複雑である。仮説的ではあるが，女子大学生がふだん口にする『やさし
　　い人』『やさしくない人』の判断基準は，自分から見た男性と女性のことを言っているので
　　あって，一般的な『やさしさ』ではないのかもしれない。
今後は，男性にも同様の調査を実施することが急務である。また，設定カテゴリーの精緻化を
はじめSD法による質問項目への評価などをとおして，普遍的な人格の『やさしさ』の構造にせ
まりたいと考えている。
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